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こ
の
写
真
は
、冬
の
毛
無
山
牧
場
を
撮
影
し
た
も

の
で
す
。

　
私
は
4
年
間
、高
野
中
学
校
に
勤
務
し
た
こ
と
か

ら
、今
で
も
た
び
た
び
高
野
町
を
訪
れ
、山
や
滝
、り

ん
ご
園
な
ど
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、

こ
の
牧
場
は
バ
ッ
ク
に
雄
大
な
毛
無
山
を
背
負
い
、

牛
が
の
ん
び
り
と
放
牧
さ
れ
、私
の
お
気
に
入
り
の

撮
影
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
牧
場
は
年
中
放
牧
に
こ
だ
わ
っ
て
お

り
、冬
の
雪
深
い
中
で
牛
が
元
気
に
過
ご
し
て
い
る

様
子
に
最
初
は
驚
き
ま
し
た
。最
近
、牛
の
頭
数
が

減
っ
た
よ
う
で
す
が
、西
日
本
で
は
極
め
て
珍
し
い

風
景
だ
と
思
い
ま
す
。

（
平
岡
　
進
・
川
北
町
）

応
募
方
法

　
写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。風
景
写
真
は
も
ち
ろ
ん
人
物
写
真
で
も
結
構
で
す
。あ

な
た
の
好
き
な
庄
原
市
の
風
景
を
写
真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、こ
の
写
真
へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

2
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
、郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
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し
ょ
う
ば
ら百

景
（平成20年12月撮影）

詳しくはフリーダイヤルでお問合せください。また、ホームページでもご覧頂けます。

資
料
請
求
券

ハ
ガ
キ
に
こ
の
券
を
貼
っ
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
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6 戸別所得補償モデル対策がスタート

8 経済危機対策「景気回復へ約5.7億円」

9 庄原市表彰状授与式

10 医療費増加で国保財政が悪化

11 「さとバス」ツアーガイドを募集

12 内堀小・帝釈小が休校へ

13 不正防止策が決定

15 健康広場「ブルークローバー・キャンペーン」

16 市政トピックス

2 後期実施計画を策定
－庄原市長期総合計画－

18 カメラレポート 22 お知らせ

長年、愛鳥活動を続けてきた帝釈小学校が3月末で休校します。
最後の卒業生となる３人は、えさやりや野鳥観察を思い出に
笑顔で卒業します。（関連12ページ）

愛
鳥
活
動
を
思
い
出
に

笑
顔
で「
卒
業
」
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常備消防施設整備事業負担金

防災行政無線施設整備事業

市民会館駐車場整備事業

診療所整備事業
口和診療所

診療所整備事業
口和歯科診療所

西城市民病院整備事業

消防施設の整備・
消防救急無線デジタル化工事など 全域

全域

庄原

口和

口和

西城

平成22～26年度

平成26～27年度

平成24～25年度

平成22年度

平成26年度

平成22～27年度

防災行政無線のデジタル化

庄原赤十字病院西棟等新築工事着工に伴う
市民会館駐車場整備

待合室等施設の改修

内装等施設の改修

耐震補強、介護老人施設改修、
医療器具更新など

6億8,704

2億6,250

1億5,416

5,000

1,000

3億5,532

事　　業　　名

合　　　　計

地域名 事業年度 事業費

15億1,902

自治振興センター整備事業
庄原地区

公民館整備事業
西城地区

公民館整備事業
東城地区

農村集会施設整備事業
東城地区

とうじょう自治総合センター
（仮称）整備事業

図書館整備事業
東城地区

支所庁舎整備事業
東城支所

農村集会施設整備事業
口和地区

公民館整備事業
高野地区

生涯学習施設整備事業
高野地区 

文化会館整備事業
比和地区

敷信・峰田自治振興センターの
リニューアル・トイレの水洗化 庄原

西城

東城

東城

東城

東城

東城

口和

高野

高野

比和

平成23・25年度

平成24年度

平成24年度

平成24年度

平成23～24年度

平成23～24年度

平成22～23年度

平成23年度

平成24年度

平成24年度

平成24年度

リニューアル工事（西城公民館）

リニューアル工事（新坂公民館）

田森、久代基幹集落センター・
内堀健康増進センターのトイレの水洗化

とうじょう自治総合センターの建設

とうじょう自治総合センター建設に伴う
図書館建設

とうじょう自治総合センター建設に伴う
社会福祉協議会貸付のための改修

自治振興センター化に伴う
リニューアル工事（口和環境改善センター）

リニューアル工事（下高公民館）

リニューアル工事（高野山村開発センター）

リニューアル工事（比和文化会館）

4,159

400

1,200

3,030

4億8,310

4,977

2,700

400

2,400

1,600

400

事　　業　　名

合　　　　計

地域名 事業年度 事業費

6億9,576

（単位：万円）

（単位：万円）

　
後
期
実
施
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、①
長

期
総
合
計
画
の
一
体
的
な
発
展
の
趣
旨
を

踏
ま
え
る
、②
必
要
性
、緊
急
性
、重
要
性
、

熟
度
が
高
い
も
の
を
優
先
、③
全
域
・
地
域

別
の
事
業
設
定
を
行
わ
ず
、一
体
的
な
発
展

に
配
慮
、④
実
施
年
度
は
各
年
度
の
財
政
推

計
に
収
ま
る
よ
う
調
整
し
毎
年
見
直
す
、の

４
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
方
針
の
も
と
、極
め
て
厳
し
い

財
政
事
情
を
踏
ま
え
、財
政
の
健
全
化
を
図

り
つ
つ
、将
来
像
の
実
現
と
本
市
の
一
体
的

な
発
展
と
い
う
視
点
で
策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、有
利
な
借
金
で
あ
る「
合
併
特
例

債
」の
期
限
が
平
成
26
年
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、合
併
協
議
会
で
ま
と
め
た
新
市
建
設
計

画
の
掲
載
事
業
の
う
ち
優
先
性
の
高
い
事

業
の
実
施
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
実
施
計
画
の
中
に
は
、通
常
事
業
と

は
別
に
特
定
事
業
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、実
施
計
画
の
中
で
極
め
て
重
要

か
つ
喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て
、事
業
効
果
を

高
め
事
業
実
施
の
優
先
性
を
確
保
し
、集
中

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。全
体
4
0
6
事

業
の
う
ち
33
事
業
を
特
定
事
業
に
し
ま
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り（
自

治
振
興
区
・
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
化
支
援
な

ど
）、②
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り（
医

療
環
境
整
備
）、③
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境

の
整
備（
保
育
所
・
小
中
学
校
の
耐
震
化
対

策
な
ど
）、④
重
点
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
農

業
自
立
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、木
質
バ
イ
オ

マ
ス
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、観
光
振
興
・
定

住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）を
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

地
方
債（
借
金
）残
高
を
減
ら
し
て
い

き
ま
す
。

財
政
健
全
化
を
推
進

４
つ
の
基
本
方
針
を
示
す

自治振興区の拠点施設を整備

協働のまちづくり

医療施設・防災体制を整備

安全・安心な暮らしづくり

学
校
耐
震
化
な
ど
に
重
点

後期実施計画を策定  －庄原市長期総合計画－
企画課企画調整係　電話0824-73-1128

　
市
は
本
年
度
、長
期
総
合
計
画
の「
後
期

実
施
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
施
計
画
は
、長
期
総
合
計
画
の
将

来
像「〝
げ
ん
き
〟と〝
や
す
ら
ぎ
〟の
さ
と
や

ま
文
化
都
市
」を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的

な
事
業
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。前
期

実
施
計
画（
平
成
18
年
度
～
平
成
21
年
度
）

が
本
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、後
期
実
施
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
計
画
期
間
は
平
成
22
年
度
か
ら
27
年
度

ま
で
の
６
カ
年
。
計
画
に
掲
載
し
た
の
は

4
0
6
事
業
で
、総
事
業
費
は
約
4
5
4
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。今
後
は
、財
政
状

況
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で
、毎
年
見
直
し
を

行
い
な
が
ら
、事
業
の
実
現
性
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

　
市
が
今
後
6
年
間
で
ど
の
よ
う
な
事
業

に
力
を
入
れ
る
の
か
。今
回
は
重
要
か
つ
優

先
順
位
が
高
い
と
位
置
付
け
た「
特
定
事
業
」

を
中
心
に
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
長
期
総
合
計
画
は
、合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
指
針

と
な
る
計
画
と
し
て
、平
成
18
年
度
に
策
定
。将
来

像
「
〝
げ
ん
き
〟
と
〝
や
す
ら
ぎ
〟
の
さ
と
や
ま
文
化

都
市
」の「
げ
ん
き
」は
、市
民
活
動
や
地
域
活
力
の

向
上
、定
住
人
口
や
交
流
人
口
の
拡
大
、産
業
の
活

性
化
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
。「
や
す
ら
ぎ
」と
は
、豊
か

な
自
然
環
境
の
保
全
、住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
で

き
る
環
境
、共
生
の
意
識
を
持
っ
て
支
え
合
う
暮
ら

し
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　市民一人一人の要望に的確に応えるため、市民にもっとも

身近な自治振興区を地域づくりの担い手として位置づけ、行

政と協働のまちづくりが行えるよう自治振興区の拠点施設

の整備を進めます。

　計画では、各公民館のリニューアル工事、老朽化している

東城町老人福祉センターの建て替えによる「とうじょう自治

総合センター（仮称）」の建設工事など11事業を計上してい

ます。

　全国的な医師不足が深刻化する中、本市においても医療従

事者の確保が課題であり、あわせて老朽化した医療機関など

の整備が急務となっています。また、常備消防装備・施設の充

実を図り、市民の皆さんの安全安心な暮らしづくりを進めます。

　計画では、平成22年度末に着工する庄原赤十字病院西棟等

新築工事（平成25年12月竣工予定）に伴う市民会館の駐車場

整備、口和診療所の改修、防災行政無線のデジタル化など6事

業を計上しています。

454億円を計上
6カ年で

500

600

700

800
億円

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 年度

地方債残高

※普通会計・特別会計・企業会計を合計したものです。21年度以降は計画数値。
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※全額は万円未満を四捨五入しているので合計額は一致しません。
　後期実施計画（特定事業を含む全ての事業）は、市ホームページに掲載しています。
　各事業は予算編成を行って初めて実施することになるので、実施計画に記載したすべての事業の実施を約束するものではありません。

地
域
審
議
会
に
諮
問

庄
原
地
区
地
域
審
議
会

貞
入  

英
二 

さ
ん

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、地
域
審
議
会
を
１
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
、旧
市
町
ご
と
の
市
内
７

地
区
で
開
催
し
、後
期
実
施
計
画
に
つ
い
て

諮
問
し
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら「
人
口
減
少
に
伴
う
市
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
減
額
は
見
込
ん
で
い
る

の
か
」「
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、事
業
の

必
要
性
を
十
分
に
検
討
し
て
実
施
し
て
ほ

し
い
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

す
べ
て
の
地
域
審
議
会
で「
適
当
で
あ
る
」

と
認
定
す
る
答
申
と
な
り
ま
し
た
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

教
育
環
境
の
整
備
を
評
価

　
後
期
実
施
計
画
は
、厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
予
算
を
捻
出
し
、で
き
る
か
ぎ
り
の
目

標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
で
す
。

　
市
民
の
視
点
か
ら
す
る
と
、「
無
駄
な
モ

ノ
は
造
ら
な
い
で
ほ
し
い
」と
い
う
願
い
、

一
方
で
建
設
業
に
従
事
し
て
い
る
方
が
多

い
庄
原
市
の
現
状
を
見
る
と
、「
あ
る
程
度

の
事
業
規
模
は
確
保
し
て
ほ
し
い
」と
い
う

願
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
で
、市

民
の
念
願
だ
っ
た
庄
原
中
学
校
の
建
て
替

え
な
ど
、「
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
の
整
備
」

に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
点
は
高
く
評
価

で
き
ま
す
。

　
今
後
、財
政
健
全
化
を
図
り
つ
つ
、事
業

の
実
現
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
課

大
原  

直
樹 

課
長

一
体
的
な
発
展
を
目
指
す

　
後
期
実
施
計
画
の
特
定
事
業
だ
け
を
見

る
と
、庄
原
・
東
城
地
域
に
事
業
が
集
中
し

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、例
え
ば
学
校
耐
震
化
対
策
に
つ
い

て
は
、市
内
の
小
中
学
校
26
校
中
、21
校
は

前
期
実
施
計
画
で
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

残
っ
た
5
校
を
後
期
実
施
計
画
に
計
上
し

て
い
ま
す
。ハ
コ
モ
ノ
と
言
わ
れ
る
施
設
建

設
に
つ
い
て
も
、ほ
と
ん
ど
が
老
朽
化
に
伴

う
建
て
替
え
で
、「
無
駄
な
モ
ノ
は
造
ら
な

い
、必
要
な
モ
ノ
だ
け
を
造
る
」と
い
う「
選

択
と
集
中
」の
基
本
に
基
づ
き
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、特
定
事
業
を
除
き
、ソ
フ
ト
事
業

を
含
む
3
7
3
の
通
常
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、全

市
域
の
一
体
的
な
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

中学校整備事業　庄原中学校

小学校整備事業　庄原小学校

小学校整備事業　東城小学校

学校給食施設整備事業
東城地区

児童福祉施設整備事業
庄原保育所移転新築工事

児童福祉施設整備事業
三日市保育所耐震化工事

児童福祉施設整備補助事業
小奴可保育所

児童福祉施設整備事業
田森保育所耐震化工事

児童福祉施設整備事業
八幡保育所耐震化工事

児童福祉施設管理事業
みどり園保育所耐震化工事

児童福祉施設整備事業
高野保育所（仮称）

校舎・屋体武道場の建て替え・グラウンド整備 庄原

庄原

東城

東城

庄原

庄原

東城

東城

東城

口和

高野

平成22～24年度

平成24～27年度

平成23～26年度

平成23～25年度

平成22～24年度

平成23～24年度

平成22年度

平成24～25年度

平成25～26年度

平成23～24年度

平成23～24年度

校舎・屋内運動場の建て替え・グラウンド整備

校舎の建て替え・グラウンド整備

東城小学校建て替えに伴う
小中学校給食共同調理場の建設

耐震化などに伴う移転新築

耐震診断に伴う耐震化工事

老朽化に伴う
私立小奴可保育所建設費補助

耐震診断に伴う耐震化工事

耐震診断に伴う耐震化工事

耐震診断に伴う耐震化工事・大規模改修

老朽化に伴う高野保育所新築整備

22億8,609

13億4,229

7億3,939

4億8,484

6億8,340

2,800

2億92

2,800

2,800

2,800

2億7,200

事　　業　　名

合　　　　計

地域名 事業年度 事業費

61億2,094

（単位：万円）

農業自立振興事業
和牛共同飼育施設建設補助

水稲育苗施設整備補助事業

観光交流ターミナル整備事業
高野地区

木質バイオマス利活用促進事業
ペレットボイラー整備

鶏糞発酵処理施設整備
補助事業

和牛共同飼育施設建設への補助 全域

全域

高野

平成22～27年度

平成22年度

平成22～25年度

庄原米ブランド化に向けた水稲育苗施設建設
（庄原農業協同組合）への補助

高野観光交流ターミナルの整備

ペレットボイラーの公共施設への整備
（すずらんの湯・庄原中学校･庄原保育所･
とうじょう自治振興センター･東城小学校･
東城給食調理場･高野保育所･
庄原小学校･西城保育所）

鶏糞発酵処理施設整備
（東城ポートリーへの補助）

2,880

1億2,818

7億3,940

事　　業　　名

合　　　　計

地域名 事業年度 事業費

11億4,380

東城

平成22～27年度全域

平成22年度

2,666

2億2,076

（単位：万円）

保育所・小中学校の耐震化

子育て支援・教育環境の整備

　保育所や学校は、多くの子どもが１日の大半を過ごす学習・

生活の場であり、地域コミュニティの拠点、非常災害時の緊

急避難場所として防災機能も担う施設です。施設の耐震化を

含めた整備は急務であり、すべての保育所・小学校の耐震化

を27年度末までに終えます。

　計画では、庄原中・庄原小・東城小の建て替え、庄原保育所・

小奴可保育所・高野保育所の建設工事など11事業を計上し

ています。

農業・観光施設を整備

重点プロジェクト

　本市の「強み」である農村・農林業資源を最大限に活用して、

地域内経済循環を創出し、市民所得の向上や地域経済の活性

化を図るため、「農業自立振興プロジェクト」「木質バイオマ

ス活用プロジェクト」「観光振興・定住促進プロジェクト」の

３つの重点プロジェクトを推進します。

　計画では、水稲育苗施設整備補助や、尾道松江線の開通に

関連して観光交流ターミナルの整備など５事業を計上して

います。

※事業費はすずらんの湯のみ
　計上しています。

庄原地区地域審議会

さ
だ
　
い
り
　
　
　 

え
い
　 

じ

お
お
　
は
ら
　
　
　 

ま
さ
　 

き
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● 交付単価

● 交付単価

作　　　　　物

戦略作物

麦、大豆、飼料作物

新規需要米
（米粉用・飼料用・バイオ燃料用米、WCS用稲）

そば、なたね、加工用米

その他作物

単価（10a当たり）

①

②

③

①、③以外の野菜、花き、果樹など

花木、地力増進作物、景観形成作物

二毛作助成（主食用米と戦略作物または戦略作物同士の組み合わせ）

アスパラガス、ほうれん草、小松菜、
ねぎ、きゃべつ、わけぎ、広島菜、
トマト、かぼちゃ、ブロッコリー、
きゅうり、なす、ピーマン、
ばれいしょ、だいこん、たまねぎ、
イチゴ、きく、ぶどう

35,000円

80,000円

20,000円

16,000円以内

10,000円以内

4,000円以内

15,000円

※不作付地（調整水田、保全管理）などについては、助成金が交付されません。
　その他作物は、作付状況によって交付単価が変動する場合があります。

定額部分
（10a当たり）

変動部分
（10a当たり）

15,000円
（恒常的なコスト割れ
  相当分の助成）

22年産の販売価格が
標準的な販売価格

（過去３年平均）を
下回った場合に
その差額を基に算定

　
食
料
自
給
率
の
向
上
を
図
り
、農
業
と
地

域
を
再
生
さ
せ
る
た
め
、国
は
平
成
22
年
度

か
ら「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
」を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
こ
の
モ
デ
ル
対
策
は
、水
田
農
業
の
経
営

安
定
を
目
指
す「
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

事
業
」と
、自
給
率
向
上
を
目
指
す「
水
田
利

活
用
自
給
力
向
上
事
業
」の
２
つ
の
事
業
が

柱
。①
農
家
に
直
接
所
得
補
償
す
る
こ
と
、

②
米
の
需
給
調
整
の
方
法
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
、③
食
料
自
給
率
の
向
上
を
目
指
す

こ
と
な
ど
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
日
本
の
農
業
・
農
村
は
、農
業
者
の
減
少
・

高
齢
化
、農
業
所
得
の
激
減
、農
村
の
疲
弊

な
ど
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。「
米
戸

別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」に
よ
っ
て
、安

定
し
た
水
稲
の
生
産
体
制
を
構
築
し
、「
水

田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
」に
よ
っ
て
、

収
益
性
の
高
い
作
物
に
取
り
組
み
、水
田
農

業
の
経
営
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。

　
意
欲
あ
る
農
家
が
水
田
農
業
を
継
続
で

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、恒
常
的
に
生
産

費
が
販
売
価
格
を
上
回
る
米
に
対
し
て
、所

得
補
償
し
ま
す
。

        

● 

交
付
対
象
者

　
米
の
生
産
数
量
目
標（
生
産
調
整
）の
範

囲
内
で
主
食
用
米
の
生
産
を
行
っ
た
販
売

農
家
・
集
落
営
農
の
う
ち
、水
稲
共
済
加
入

者
ま
た
は
21
年
度
の
出
荷
・
販
売
の
実
績
の

あ
る
方
。

 

● 

交
付
対
象
面
積

　
主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
、自
家
飯
米
・

縁
故
米
用
に
供
さ
れ
る
分
と
し
て
一
律
10

a
を
差
し
引
い
た
面
積
。10
a
以
下
の
農
業

者
は
、助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
調
整
水
田
な
ど
の
不
作
付
地
を
有
し
て

い
る
場
合
は
、不
作
付
地
と
な
っ
て
い
る
水

田
の
地
番
、面
積
、改
善
計
画
な
ど
を
市
に

提
出
し
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
自
給
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、水
田
を
有

効
活
用
し
て
、麦
や
大
豆
、野
菜
な
ど
を
生

産
す
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
、主
食
用
米
並
み
の
所
得
が
確
保
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、従
来
の
助
成
体
系
を
大
幅
に
簡
素

化
し
、全
国
統
一
単
価
の
設
定
な
ど
分
か
り

や
す
い
仕
組
み
に
し
ま
す
。

 

● 

交
付
対
象
者

○
米
の
生
産
数
量
目
標（
生
産
調
整
）の
達

成
に
か
か
わ
ら
ず
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

○「
捨
て
づ
く
り
防
止
」の
要
件
を
達
成
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
収
穫
を
行
う
こ

と
。ま
た
、麦
・
大
豆
・
新
規
需
要
米
・
加
工
用

米
な
ど
は
出
荷
販
売
契
約
を
取
り
交
わ
し

保
存
す
る
こ
と
な
ど
）

 

● 

激
変
緩
和
措
置

　
交
付
単
価
が
こ
れ
ま
で
の
対
策
に
比
べ

て
減
少
す
る
地
域
に
お
い
て
、継
続
し
て
作

物
を
生
産
で
き
る
よ
う
単
価
の
調
整
を
行

い
ま
す
。た
だ
し
、21
年
度
産
地
確
立
交
付

金
な
ど
の
助
成
対
象
者
に
限
ら
れ
ま
す
。

【
加
入
申
し
込
み
】

　
交
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、加
入
申

請
書
、交
付
申
請
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。詳
し
く
は
説
明
会
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
交
付
金
は
、12
月
～
３
月
に
国
か
ら
農
業

者
が
指
定
し
た
口
座
に
直
接
支
払
わ
れ
ま

す
。

米
農
家
を
支
援

1
反
当
た
り
1
・
5
万
円
助
成

「
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」

麦
・
大
豆
・
加
工
用
米
な
ど
に

直
接
助
成

「
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
」

担当者の 目
　これまで「加工用米」は、交付金
の対象となっていませんでしたが、
22年度は２万円／10aの交付対
象となります。県下でも加工用米
が不足しており、JAでも推進され
ているので、主食用米以外に加工
用米の作付けがチャンスです。

POINT

モ
デ
ル
対
策
の

ポ
イ
ン
ト

Question

よ
く
あ
る
質
問

12
こ
れ
ま
で
米
の
需
給
調
整
は
転
作

作
物
へ
の
助
成
に
よ
り
推
進
し
て

き
ま
し
た
が
、こ
の
方
法
で
は
需
給
調
整
参

加
農
家
の
努
力
に
よ
り
米
価
が
維
持
さ
れ
、

非
参
加
農
家
も
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
て
き

ま
し
た
。し
か
し
、戸
別
所
得
補
償
制
度
で

は
、米
の
需
給
調
整
は
米
へ
の
支
援
に
よ
り

担
保
す
る
こ
と
で
、参
加
し
た
農
家
だ
け
が

メ
リ
ッ
ト
を
受
け
、不
公
平
感
が
解
消
し
ま

す
。

主
食
用
米
を
作
付
け
し
な
い
水
田

を
余
す
こ
と
な
く
活
用
し
て
、麦
・

大
豆
や
米
粉
用
・
飼
料
用
米
な
ど
の
生
産
を

推
進
す
る
こ
と
で
戦
略
的
に
自
給
率
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

　
な
ぜ
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
農
家（
小
規
模
農

家
）に
所
得
補
償
す
る
の
？

　
小
規
模
農
家
も
食
料
の
安
定
供
給
や
多

面
的
機
能
の
維
持
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、意
欲
あ
る
す

べ
て
の
農
家
が
農
業
を
継
続
で
き
る
環
境

を
整
え
、創
意
工
夫
あ
る
取
り
組
み
を
促
し

て
い
き
ま
す
。

　
小
規
模
農
家
を
支
援
す
れ
ば
、集
落
営

農
か
ら
の
脱
退
に
つ
な
が
る
の
で
は
？

　
こ
の
モ
デ
ル
対
策
は
、全
国
一
律
単
価

で
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
か
ら
、規
模
拡

大
や
集
落
営
農
の
組
織
化
な
ど
で
効
率
的

な
経
営
を
行
え
ば
、所
得
が
増
加
す
る
仕
組

み
で
す
。

　
米
の
需
給
が
緩
む
の
で
は
？

　
こ
の
モ
デ
ル
対
策
は
、生
産
数
量
目
標

に
即
し
た
米
の
生
産
を
行
っ
た
農
業
者
を

対
象
に
所
得
補
償
を
す
る
こ
と
か
ら
、こ
れ

ま
で
需
給
調
整
に
参
加
し
て
こ
な
か
っ
た

農
業
者
も
新
た
に
生
産
数
量
目
標
に
即
し

た
生
産
を
行
う
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
事
務
局

（
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係
鈎
0
8
2
4
‐

7
3
‐
1
1
3
2
、
各
支
所
地
域
振
興
室
、

J
A
庄
原
各
営
農
セ
ン
タ
ー
）

戸
別
所
得
補
償

モ
デ
ル
対
策
が
ス
タ
ー
ト

米
の
需
給
調
整
を
改
善  

自
給
率
向
上
へ

問答問答問答



総
務
課
人
事
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書
係
　
鈎
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8
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長
年
の
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績
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え
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状
授
与
式
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市
は
、国
の
平
成
21
年
度
第
2
次
補
正
予

算
を
受
け
て
、地
域
経
済
の
浮
揚
・
活
性
化

に
つ
な
げ
る
第
4
次
庄
原
市
経
済
危
機
対

策
事
業
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　
第
４
次
経
済
危
機
対
策
は
、「
地
元
の
中

小
企
業
・
零
細
事
業
者
が
受
注
で
き
る
よ
う

な
き
め
細
か
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
を
実

施
す
る
」と
す
る
国
の
緊
急
経
済
対
策
の
趣

旨
に
沿
っ
て
、公
共
施
設
の
維
持
修
繕
工
事

を
中
心
に
地
域
経
済
の
浮
揚
・
活
性
化
に
資

す
る
事
業
を
優
先
。こ
の
事
業
に
、国
の
地

方
支
援
策「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨

時
交
付
金
」5
億
4
4
2
9
万
円
を
活
用
し

ま
す
。

　
一
昨
年
秋
の
世
界
同
時
不
況
以
来
、市
は

国
や
県
の
施
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
、約
51
億

円
を
予
算
化
し
、経
済
・
生
活
支
援
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実　施　内　容

3億4,076

1億4,674

●観光交流施設等管理事業（クロカンパークコース芝補修・道後山高原荘浄化槽修繕・鮎の里浄

化槽修繕・グリーンポート吾妻路休憩室床張替など）

●公園管理事業（上野総合公園陸上競技場法面緑化・東城中央運動公園体育館玄関屋根修繕など）

●庁舎管理事業（口和支所空調設備改修）・その他施設整備事業（総領斎場給水タンク設置など）

4,598

857

2,945

合　　　計 5億7,150

予　　算

（単位：万円）

⑤　その他施設の整備・補修等（観光交流施設、公園、支所庁舎等の整備充実）

●自治振興事業（東自治振興センター外壁塗装等・北自治振興センター境界壁修繕・自治振興セ

ンター化へ向けた帝釈、八幡、口和、総領等施設の修繕など）

●公民館等管理事業（市民会館舞台吊物設備修繕、西城公民館ベランダ等修繕・新坂公民館研修

室床等修繕など）

④　きめ細かな協働の拠点整備（公民館・自治振興センター・集会所等の整備充実）

●消防施設管理事業（防火水槽修繕・消防屯所屋根修繕）

●道路改良等事業（市道舗装・市道維持修繕・交通安全施設整備・橋梁塗装等修繕・河川維持など）

●住宅管理事業（市営住宅屋根修繕など）

●下水道施設管理事業（マンホール嵩上げ・舗装段差修繕・汚水管取替修繕など）

①　きめ細かな安心・安全の実現（地域生活基盤の整備充実）

●農村集会施設管理事業（小奴可研修センター給水施設改修など）

●農林業振興施設管理事業（庄原総合交流拠点施設「ゆめさくら」強制気化装置修繕、遊ＹＯＵさ

ろん東城入口屋根塗装修繕など）

●農林道整備事業（農道舗装・林道舗装等路面補修・交通安全施設整備など）

③　きめ細かな農山村の活性化と農林業の再生（農林道・農村集会所等の整備充実）

●保育所管理事業（峰田保育所建具改修、総領保育所乳児室増築など）

●児童福祉施設管理事業（西城子育て支援センター砂場屋根設置、板橋子育て支援センタートイ

レ改修など）

●小中学校管理事業（校庭遊具修繕、口南小フェンス改修、八幡小雨漏り防止工事など）

●社会教育施設等管理事業（文化財案内標識設置・総合体育館ロビー照明灯増設、高野スポーツ

広場倉庫増築など）

●高齢者福祉施設管理事業（高野高齢者生活福祉センター改修、比和老人福祉センター畳表替えなど）

●保健医療施設管理事業（口和診療所改修工事・高野歯科診療所トイレ修繕等・西城保健センタ

ー修繕など）

②　きめ細かな安心・安全の実現（子育て・教育・医療等の整備充実）

企画課　鈎0824-73-1128

第４次庄原市経済危機対策

経済危機対策の主な事業を５つの視点で紹介します。

● 庄原市経済危機対策

景 気 回 復 へ

約5.7億円

庄
原
市
表
彰
状
受
賞
者

（
氏
名  

五
十
音
順  

敬
称
略
）

　
庄
原
市
表
彰
状
授
与
式
を
２
月
７
日
、庄

原
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
受
賞
は
、多
年
に
わ
た
り
各
種

委
員
や
消
防
団
員
と
し
て
在
職
し
、市
政
の

振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
19
人
と
、

献
血
30
回
以
上
の
方
９
人
。そ
し
て
、産
業
の

分
野
に
お
い
て
本
市
の
発
展
に
貢
献
し
た

１
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
授
与
式
に
は
受
賞
者
12
人
が
出
席
。滝
口

季
彦
市
長
は「
庄
原
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
ご
功
績
に
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
、一
人
一
人
に
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
に
在

職
さ
れ
、市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
瀧
口
　
け
い
子（
上
原
町
）

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
に
在
職
さ
れ
、

市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
赤
木
　
真
人（
総
領
町
）

　
　
伊
折
三
十
四（
東
本
町
）

　
　
上
田
　
千
秋（
高
野
町
）

　
　
奥
　
　
易
之（
総
領
町
）

　
　
長
船
　
　
久（
西
城
町
）

　
　
熊
本
　
和
広（
高
野
町
）

　
　
桒
原
　
憲
明（
大
久
保
町
）

　
　
小
原
　
利
春（
高
野
町
）

　
　
是
本
　
昌
治（
上
谷
町
）

　
　
　
原
　
道
教（
総
領
町
）

　
　
中
田
　
貴
士（
西
本
町
）

　
　
中
村
　
力
男（
高
野
町
）

　
　
滑
　
　
義
則（
三
次
市
）

　
　
延
原
　
義
則（
川
北
町
）

　
　
松
尾
　
重
樹（
西
城
町
）

　
　
向
田
　
康
浩（
高
野
町
）

　
　
安
井
　
健
郎（
一
木
町
）

　
　
渡
部
　
英
彦（
西
城
町
）

助
け
合
い
の
精
神
で
、30
回
以
上

献
血
に
貢
献
さ
れ
た
方

　
　
石
田
　
泰
清（
口
和
町
）

　
　
岩
松
　
　
修（
西
本
町
）

　
　
大
庭
　
　
忍（
西
城
町
）

　
　
岡
本
　
俊
憲（
東
城
町
）

　
　
小
田
　
克
哉（
西
城
町
）

　
　
永
江
　
弘
和（
掛
田
町
）

　
　
藤
元
　
晃
一（
高
野
町
）

　
　
松
田
　
英
典（
実
留
町
）

　
　
森
江
　
光
明（
高
　
町
）

産
業
の
分
野
に
お
い
て
本
市
の
発
展
に

寄
与
し
た
団
体

　
　
一
木
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
　
代
表
者

　
　
吉
光
　
典
子（
一
木
町
）

　
市
は
、平
成
25
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、庄

原
中
学
校
改
築
事
業(

全
面
建
替)

に
着
手
し

ま
す
。事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、よ
り
優
れ
た

設
計
者
に
よ
る
創
造
力
、技
術
力
、豊
富
な
経

験
な
ど
を
期
待
し
、指
名
型
設
計
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
設
計
業
者
の
決
定
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
審
査

の
一
環
で
あ
る
設
計
候
補
者
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
一
般
公
開
し
ま
す
。参
加
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
3
月
30
日（
火
）10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
5
階
第
1
委
員
会
室

都
市
整
備
課
建
築
係

鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
5
1

設
計
者
選
定
審
査
を
一
般
公
開

庄
原
中
改
築
事
業

（
全
面
建
替
）

　『プロポーザル方式』とは、そのプロ

ジェクトに最も適した創造力、技術力、

経験などを持つ「設計者（人）」を選ぶ方

式です。

　すなわち、技術力や経験、プロジェ

クトに臨む体制などを含めたプロポ

ーザル（提案書）を提出してもらい、公

正に評価して設計者を選ぶ方式です。

　選定後から、具体的な設計を発注者

との共同作業により進められるため、

発注者の要求する質の高い建築設計

が可能な方式と言えます。



地
元
ガ
イ
ド 

美
除
千
鶴
さ
ん 

に
聞
く
！

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】
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高
齢
者
人
口
の
増
加
や
医
療
技
術
の
高

度
化
、慢
性
疾
患
患
者
の
増
加
な
ど
に
よ
っ

て
医
療
費
が
増
加
し
、庄
原
市
国
保（
国
民

健
康
保
険
）の
財
政
運
営
が
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
保
の
財
政
運
営
は
、加
入
者
の
皆
さ
ん

が
病
院
に
か
か
っ
た
と
き
の
医
療
費
か
ら
、

窓
口
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
一
部
負
担
金

（
1
割
～
3
割
）と
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や

交
付
金
を
差
し
引
い
た
残
り
の
部
分
を
国

民
健
康
保
険
税（
以
下「
保
険
税
」）で
負
担

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
加
し

て
い
く
と
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
が
避
け

て
通
れ
ま
せ
ん
。

　
健
康
づ
く
り
や
医
療
機
関
へ
の
適
正
受
診

な
ど
、医
療
費
の
抑
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
度
の
庄
原
市
国
保
の
一
人
当

た
り
医
療
費
は
県
内
23
市
町
中
、7
番
目
に

高
い
29
万
2
3
0
3
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、庄
原
市
国
保
の
総
医
療
費
を
平
成
17

年
度
と
平
成
20
年
度
で
比
較
す
る
と
、約
4
・

9
％（
約
1
億
7
千
万
円
）も
増
加
し
て
お

り
、本
年
度
も
さ
ら
に
増
加
す
る
見
込
み
で

す
。

　
こ
れ
は
庄
原
市
国
保
の
加
入
者
に
占
め

る
高
齢
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
原
因
の
一
つ
で
す
が
、生
活
習
慣
病
を

は
じ
め
と
す
る
慢
性
疾
患
に
よ
り
継
続
的

に
医
療
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
て
い
る

こ
と
も
医
療
費
が
膨
ら
む
大
き
な
原
因
と

な
り
ま
す
。

　
医
療
費
が
年
々
増
加
す
る
一
方
で
、平
成

17
年
の
市
町
合
併
以
降
、実
質
的
な
保
険
税

率
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
保
険

税
収
は
横
ば
い
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、税
収
の
不
足
分
を
前
年
度

の
繰
越
金
で
補
て
ん
し
て
き
ま
し
た
が
、今

後
は
医
療
費
の
増
加
を
賄
う
だ
け
の
繰
越

金
は
見
込
め
ず
、基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ（
貯

金
の
取
り
崩
し
）が
必
要
に
な
り
そ
う
で
す
。

し
か
し
、基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
も
限
界

が
あ
る
た
め
、健
全
な
国
保
財
政
を
保
つ
た

め
に
は
、医
療
費
の
増
加
に
あ
わ
せ
た
、保

険
税
率
の
引
き
上
げ
の
検
討
も
必
要
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
、高
血
圧
症
、脂
質
異
常
症
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
受
診
が
増
え
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
は
、医
療
費
に
占
め
る
生
活
習
慣

病
で
の
診
療
費
の
割
合
は
約
３
割
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、食
生
活
の
見
直
し
、適

度
な
運
動
な
ど
で
予
防
で
き
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
背
景
の

も
と
、平
成
20
年
度
か
ら「
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
特
定
健
診
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
に
着
目
し
た
健
康
診
査
で
す
。内
臓
脂

肪
の
蓄
積
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、生
活

習
慣
病
の
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
特
定
保
健
指
導
は
、特
定
健
診
の
結
果
か

ら
、生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の

予
防
効
果
が
多
く
期
待
で
き
る
方
に
対
し

て
、生
活
習
慣
を
見
直
す
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

も
の
で
す
。

　
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
で
、医
療
費
の
抑

制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
を
積
極
的
に
活
用
し
て
生
活
習

慣
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、生
活
習
慣
病
の

予
防
だ
け
で
な
く
、健
康
の
維
持
増
進
に
努

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

38

37

36

35

34

33
H17 H18 H19 H20 H21（見込）

（単位：億円）

37.5

36.1

37.1

34.8
34.4

国保医療費総額の推移

総 医 療 費

医
療
費
が
3
年
間
で
約
4
・
9
％
増

税
収
の
確
保
が
課
題

健
診
受
診
で
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

健康づくりで医療費抑制を
保健医療課国保年金係　鈎0824-73-1158

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
募
集

庄
原
市
の
魅
力
を
発
信
し
ま
せ
ん
か

　
観
光
公
社
設
立
準
備
室
は
地
域
資
源
を

生
か
し
た
観
光
振
興
を
図
ろ
う
と
、庄
原
市

発
着
で
市
内
を
巡
る「
さ
と
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
19
日
に
実
施
し
た「
さ
と
や
ま
美
食

修
行
！
年
越
し
そ
ば
は
自
分
で
打
つ
！
」で

は
、そ
ば
打
ち
体
験
と
地
元
産
そ
ば
粉
を
使

っ
た「
比
婆
牛
そ
ば
セ
ッ
ト
」の
昼
食
、東
城

ま
ち
な
み
散
策
や
温
泉
を
セ
ッ
ト
に
し
て

観
光
客
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
観
光
公
社
設
立
準
備
室
で
は
、こ
の
よ
う

な「
さ
と
バ
ス
」に
1
日
乗
車
し
て
、ツ
ア
ー

参
加
者
に
庄
原
市
の
魅
力
を
案
内
す
る
地

元
ガ
イ
ド
を
募
集
し
て
い
ま
す
。庄
原
市
が

大
好
き
な
方
で
あ
れ
ば
、年
齢
・
経
験
は
問

い
ま
せ
ん
。ま
た
、4
月
以
降
、定
期
的
に
ガ

イ
ド
講
習
会
も
行
う
予
定
で
、初
心
者
の
方

も
安
心
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
観
光
公
社
設
立
準
備
室

鈎
0
8
2
4
‐
7
2
‐
3
3
8
5

　
東
城
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会

に
所
属
し
、今
回「
さ
と
バ
ス
ツ
ア
ー
」に
地

元
ガ
イ
ド
と
し
て
同
行
し
た
美
除
千
鶴
さ

ん
に
、ツ
ア
ー
の
感
想
を
聞
き
し
ま
し
た
。

―
さ
と
バ
ス
ツ
ア
ー
の
印
象
は

　
以
前
は
、観
光
地
へ
行
っ
て
建
物
や
自
然

を
見
て
、お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
と
い
う

の
が
一
般
的
な
バ
ス
ツ
ア
ー
で
し
た
が
、最

近
は
何
か
体
験
で
き
た
り
、地
元
の
人
の
話

を
聞
い
た
り
す
る
ツ
ア
ー
が
人
気
で
す
。今

回
の
ツ
ア
ー
で
、た
ま
た
ま
作
業
中
の
除
雪

車
と
す
れ
違
っ
た
時
、参
加
者
は
身
を
乗
り

出
し
て「
初
め
て
除
雪
車
を
見
た
」と
興
味

深
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に

地
元
の
人
に
と
っ
て
は
普
段
の
何
気
な
い

風
景
も
、都
市
部
の
人
に
と
っ
て
は
非
日
常

的
で
、知
的
好
奇
心
が
満
た
さ
れ
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

―
ガ
イ
ド
は
難
し
く
な
い
で
す
か

　「
庄
原
市
は
良
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
ぜ
ひ
来

て
ほ
し
い
」と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
大
丈

夫
で
す
。交
流
を
通
し
て
、必
ず
気
持
ち
は

相
手
に
伝
わ
り
ま
す
。

　
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
に
は
、観
光

資
源
も
大
切
で
す
が
、や
は
り
市
民
一
人
一

人
の
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。例
え
ば
、桜
を

見
に
来
た
観
光
客
に
、桜
の
木
の
下
で
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
語
る
こ
と
で
、桜
の
価
値
が
上
が

り
、庄
原
に
来
ら
れ
た
観
光
客
も
満
足
度
が

高
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
農
林
業
の
分
野
で
も
何
で
も
い
い
の
で
、

自
分
が
長
年
蓄
積
し
て
き
た
も
の
を
、一
歩

踏
み
出
し
て
観
光
客
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。地
元
の
良
さ
が
伝
わ
っ

た
時
は
、ガ
イ
ド
を
し
て
い
て
本
当
に
楽
し

い
と
感
じ
ま
す
。

―
今
後
ど
ん
な
魅
力
を
発
信
し
た
い
で
す
か

　
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
場
所
は
、西
城
町
落
合

の
山
の
谷
間
を
西
城
川
と
鉄
道
が
並
ん
で

走
っ
て
い
る
あ
た
り
の
紅
葉
。そ
し
て
、県

民
の
森
の
ブ
ナ
林
の
新
緑
な
ど
。ま
た
、比

婆
科
学
教
育
振
興
会
が
主
催
す
る「
帝
釈
理

科
講
習
会
」で
は
植
物
や
動
物
、鉱
物
な
ど

を
詳
し
く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
を
歩
き
、庄
原
市
の
魅

力
を
再
発
見
し
な
が
ら
、ガ
イ
ド
と
し
て
広

く
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　平成17年に発足。国定公園帝釈峡をはじめ山野草、東城
の町並みやお寺、桜などの魅力をたくさんの人に知って
もらうため講習会を実施して知識の向上を図っています。
　現在、会員を募集しています。一緒におもてなしの心で、
東城町の歴史や自然を紹介してみませんか。

Interview

問い合わせ　東城町観光ボランティアガイド会
事務局：帝釈峡観光協会（東城町商工会内）
鈎08477-2-0525

○ボランティアガイド会員数／22人（H21.4月現在）

○ガイド実績（H20年度）／観光客346人を案内

東城町観光ボランティアガイド会

SATO BUS TOUR GUIDE

「
さ
と
バ
ス
」

医療費増加で
国保財政が

悪化。
み
　
　
よ
け

　
ち
　
　
づ
る
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昨
年
7
月
、市
水
道
課
の
元
主
任
技
師（
９

月
18
日
付
懲
戒
免
職
）が
、平
成
19
年
度
、

市
水
道
課
が
発
注
し
た
庄
原
市
東
城
町
の

「
川
西
浄
水
場
機
械
電
気
設
備
改
修
工
事
」

で
、
約
5
2
0
万
円
を
水
増
し
し
た
約

6
8
0
万
円
分
の
追
加
工
事
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
旨
の
虚
偽
の
工
事
変
更
伺
い

を
作
成
。市
か
ら
水
増
し
し
た
金
額
を
受

注
業
者
の
口
座
に
振
り
込
ま
せ
、受
注
業

者
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
カ
メ
ラ
な
ど
を
受
け

と
っ
た
と
い
う
詐
欺
行
為
で
逮
捕
さ
れ
、

そ
の
後
、裁
判
で
有
罪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
不
正
防
止
対
策
本
部
は
、こ
の
詐

欺
事
件
を
受
け
、不
正
事
件
の
再
発
防
止

に
向
け
て
の
対
応
を
取
り
ま
と
め
、外
部

委
員（
学
識
経
験
者
、企
業
経
営
者
、市
民

団
体
の
代
表
）で
構
成
す
る
庄
原
市
不
正

防
止
対
策
委
員
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、職
員
の
倫
理
観
の
欠
如

と
組
織
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
な
ど
が

こ
の
事
件
の
原
因
と
し
て
、次
の
防
止
策

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、市
民
の
信
頼

を
取
り
戻
す
た
め
、個
々
の
職
員
の
意
識

改
革
や
今
後
も
定
期
的
に
対
応
策
の
実
施

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
と
し
て
も
対
策
を
着
実
に
実
施
し
、

信
頼
回
復
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
森
林
を
伐
採
・
間
伐
す
る
と
き
は
、た
と

え
自
分
の
山
で
も
事
前
に
届
け
出
を
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
は
木
材
生
産
機
能
だ
け
で
な
く
、

水
土
保
全
機
能
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
が

あ
り
ま
す
。森
林
の
無
秩
序
な
伐
採
が
行

わ
れ
る
と
山
崩
れ
な
ど
災
害
を
引
き
起
こ

す
原
因
に
も
な
り
、そ
の
後
の
森
林
機
能

の
回
復
に
は
長
い
年
月
と
多
大
な
経
費
が

必
要
で
す
。ま
た
、伐
採
届
出
書
の
提
出
に

よ
り
森
林
資
源
の
異
動
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、伐
採
を
す
る
方
に
、目
的
・

樹
種
・
面
積
・
間
伐
・
主
伐
を
問
わ
ず
、事
前

の
届
け
出
と
、伐
採
跡
地
へ
の
造
林
計
画

の
届
け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
森

林
法
第
10
条
の
8
）

　
無
届
け
の
場
合
、森
林
法
第
2
0
7
条

に
よ
る
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
届
出
制
度
の
対
象
と
な
る
森
林
は
、保

安
林
を
除
く
地
域
森
林
計
画
対
象
民
有
林

で
す
。区
域
の
確
認
は
、農
林
振
興
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
保
安
林
内
の
森
林
の
伐
採
は
、あ
ら
か

じ
め
広
島
県
知
事
へ
許
可
申
請
な
ど
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
広
島
県
北

部
農
林
水
産
事
務
所
林
務
第
一
課
（
鈎

0
8
2
4-

7
2-

2
0
1
5
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
所
有
者
な
ど
が
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

（
立
木
買
受
人
、長
期
施
業
受
託
者
を
含
む
）

伐
採
を
開
始
す
る
日
の
、90
日
か
ら
30
日

前
の
間
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

農
林
振
興
課
林
業
振
興
係
　
鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
2
2
7

森
林
の
伐
採
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

森
林
の
対
象
は
？

届
け
出
の
対
象
者
は
？

届
け
出
る
期
限
は
？

総
務
課
人
事
秘
書
係
　
鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
2
5

①
倫
理
要
綱
の
策
定

②
倫
理
研
修
の
実
施

③
組
織
体
制
・
規
程
の
整
備

④
設
計
審
査
の
徹
底

⑤
入
札
・
契
約
制
度
・
検
査
体
制
の
再

　
点
検
に
よ
る
適
正
な
執
行
体
制
の

　
整
備
　
な
ど

不
正
防
止
策

不
正
防
止
策
が
決
定

　児童数の減少などで、東城町の内堀小学校と帝釈小学校が
３月末で休校になります。
　４月から内堀小学校の児童は小奴可小学校へ、帝釈小学校
の児童は東城小学校へ、それぞれ通うことになります。
　地域に見守られながら歴史を重ねてきた学校の足跡を振り
返ります。

とき　3月22日(月)10時30分～　ところ　帝釈小学校屋内運動場
休校記念事業（休校式終了後）　●記念碑除幕 ●思い出を語る会

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
教
育

　
帝
釈
小
学
校
は
、校
区
に
国
定
公
園「
帝

釈
峡
」が
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
豊
か
な

自
然
を
生
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
の

あ
る
教
育
実
践
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
科
学
研
究
、自
然
観
察
、愛
鳥
活
動

は
40
数
年
の
伝
統
と
実
績
を
誇
り
、
平

成
19
年
度
に
環
境
大
臣
か
ら
環
境
保
全

功
労
者
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、
数
々

の
表
彰
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

●教職員／重光　 登校長 外8人　●児童／男６人・女７人 計13人

８年

12年

22年

30年

33年

48年

50年

51年

元年

9年

17年

宇山学校、未渡学校を設立

両校を統合し、帝釈尋常高等小学校となる

学校教育法の改正により、帝釈村立帝釈小学校と改称

町村合併により、東城町立帝釈小学校と改称

学校給食を開始

水泳プール完成

全国へき地教育研究大会（理科教育会場校）

創立100周年記念事業を実施

新校舎完成

学校適正配置計画実施により、始終小学校と統合

市町合併により、庄原市立帝釈小学校と改称

沿　　革

休　校　式

とき　3月21日(日)10時30分～　ところ　内堀小学校屋内運動場
休校記念事業（休校式終了後）　●記念碑除幕 ●思い出を語る会

地
域
の
伝
統
文
化
を
継
承

　
内
堀
小
学
校
は
、「
こ
と
ば
あ
ふ
れ
る

学
校
」を
テ
ー
マ
に
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
も
と
に
俳
句
を
詠
ん
だ
り
、
作
文
を

書
い
た
り
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。ま
た
、「
地
域
の
よ
さ
を
受
け

継
ご
う
」と
、国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財「
塩
原
の
大
山
供
養
田
植
」の
継

承
や
、
内
堀
植
物
図
鑑
の
作
成
を
し
ま

し
た
。

●教職員／桑原麻由美校長 外９人　●児童／男15人・女10人 計25人

８年

11年

12年

20年

40年

22年

30年

32年

33年

51年

54年

９年

17年

塩原、内堀の２教場で開設

合併して所尾小学校となる

分離して内堀小学校、塩原小学校となる

合併して内堀簡易小学校となる

内堀尋常高等小学校となる

学校教育法の改正により、小奴可村立内堀小学校と改称

町村合併により、東城町立内堀小学校と改称

校舎完成

学校給食を開始

創立100周年記念事業を実施

屋体完成

学校適正配置計画実施により、千鳥小学校と統合

市町合併により、庄原市立内堀小学校と改称

沿　　革

休　校　式

135年間
ありがとう

帝
釈
小
学
校

内
堀
小
学
校

自然観察

俳句押し花 大山供養田植

愛鳥活動

内堀小・
帝釈小が休校へ

明治

昭和

平成

明治

昭和

平成

不正防止対策委員会



日
本
で
も
急
増

　
前
立
腺
が
ん
は
こ
れ
ま
で
、日
本

で
は
あ
ま
り
多
く
み
ら
れ
る
が
ん
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、欧

米
で
は
男
性
の
が
ん
の
中
で
、最
も

発
生
頻
度
の
高
い
が
ん
で
す
。日
本

で
も
、近
年
は
高
齢
化
や
食
生
活
の

変
化
に
伴
い
急
増
し
て
い
ま
す
。死

亡
率
は
50
年
前
に
比
べ
る
と
17
倍
に

な
っ
て
お
り
、2
0
2
0
年
に
は
、肺

が
ん
に
次
い
で
第
２
位
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、前
立
腺
が
ん
は
比
較
的

ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
、効
果
の
高
い

治
療
法
も
多
い
た
め
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
大
変
有
効
で
す
。検
診
で

早
期
発
見
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

が
、日
本
で
は
欧
米
諸
国
に
比
べ
て

ま
だ
ま
だ
検
診
受
診
率
が
低
い
の
が

現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、「
急
増
し
て
い
る
も
の
の
、

見
つ
け
や
す
く
治
し
や
す
い
前
立
腺

が
ん
」に
対
す
る
理
解
を
深
め
、検
診

受
診
を
広
め
、早
期
発
見
・
適
切
治
療

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に「
ブ
ル

ー
ク
ロ
ー
バ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が

日
本
で
も
2
0
0
6
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。男
性
特
有
の
が
ん
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、６
月
の
父
の
日

に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、全

国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
の
症
状
は
？

　
前
立
腺
が
ん
の
多
く
は
、尿
道
や

膀
胱
か
ら
離
れ
た
場
所
に
発
生
し
ま

す
。そ
の
た
め
、早
期
の
前
立
腺
が
ん

に
は
、自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。が
ん
が
進
行
す
る
と
、尿
が

出
に
く
い
、排
尿
時
に
痛
み
を
伴
う
、

尿
に
血
が
混
じ
る
、な
ど
の
症
状
が

み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。さ
ら

に
進
行
す
る
と
、骨
に
転
移
し
や
す

く
臀
部
や
腰
を
中
心
に
体
内
に
転
移

し
、痛
み
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

大
切
な
こ
と
は
早
期
発
見

　
前
立
腺
が
ん
の
治
療
を
効
果
的
に

行
う
た
め
に
は
、症
状
が
出
る
前
に

が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
非
常
に
大

切
で
す
。そ
こ
で
、症
状
の
な
い
早
期

の
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
に
広
く
行

わ
れ
て
い
る
の
が
、「
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
血
液
検
査
で
す
。

少
量
の
血
液
だ
け
で
簡
単
に
検
査
が

で
き
、し
か
も
精
度
が
高
い
こ
と
か

ら
、前
立
腺
が
ん
の
診
断
法
と
し
て

確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

50
歳
を
過
ぎ
た
ら
年
一
回
検
診
を

　
市
が
実
施
す
る
生
活
習
慣
病
健
康

診
査
の
集
団
健
診
で
は
、50
歳
以
上

の
男
性
を
対
象
に
無
料
で「
Ｐ
Ｓ
Ａ

検
査
」を
行
っ
て
い
ま
す
。男
性
は
50

歳
を
過
ぎ
た
ら
、ま
た
家
族
に
前
立

腺
が
ん
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合

は
、40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、毎
年
１
回
は

「
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
」を
受
け
ま
し
ょ
う
。

年
に
一
度
の「
お
約
束
」

　「
ブ
ル
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
」の
花
言
葉

は「
約
束
」で
す
。年
に
一
度
、前
立
腺

が
ん
の
検
診
を
受
け
る｢

約
束｣

を
大

切
な
人
の
た
め
に
し
ま
せ
ん
か
？
　

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
見
か
け
た

ら
、

｢

約
束｣

を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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健康広場
healthy column

　
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い「
ブ
ル
ー
ク

ロ
ー
バ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。皆
さ
ん
は

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ご
存
知
で
す
か
。

こ
れ
は
、前
立
腺
が
ん
の「
早
期
発
見
・
適

切
治
療
」の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、

1
9
9
0
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
ス
タ
ー

ト
し
た
運
動
で
す
。

～
パ
パ
の
明
日
を
守
り
た
い
！
～

川上　良美
かわ よし みかみ

口和支所市民生活室 専門員

B l u e c l o v e r c a m p a i g n

「
ブ
ル
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
・

　
　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

前
立

腺
癌

安
心
・
安
全
な
毎
日
の
た
め
に

庄
原
警
察
署
　
鈎
0
8
2
4-

7
2-

0
1
1
0

Rel ief secur i ty days

高
齢
者
・
子
ど
も
を
見
た
ら
、注
意
モ
ー
ド
運
転

地域別交通事故発生状況（平成21年）

庄原地域

西城地域

東城地域

口和地域

高野地域

比和地域

総領地域

管内全域

71

14

28

4

4

3

8

132

2

0

0

0

0

1

0

3

87

18

38

7

14

2

9

175

437

79

149

21

23

15

16

740

人傷事故（件） 死者数（人） 負傷者数（人）物損事故（件）区　分

交通死亡事故発生状況（平成21年）

５月５日

９月27日

11月29日

比和町

永末町

一木町

単　　独

正面衝突

人対車両

発 生 日 発生場所 事故形態

●
高
齢
者
が
関
係
し
た
人
傷
事

故
70
件（
53
％
）

●
増
加
原
因
は
、高
齢
者
の
社
会

参
加
機
会
の
増
加
、身
体
機
能
の

衰
え
に
よ
る
運
転
操
作
・
判
断
の

誤
り
な
ど
。

　
暖
か
く
な
る
と
、悪
質
な
訪
問
販
売
が

来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
が
来
た
ら
、

1
1
0
番
通
報
な
ど
で
警
察
に
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
。被
害
に
遭
っ
て
い
な
く
て
も
、

警
察
官
が
駆
け
つ
け
て
対
応
し
ま
す
。

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】

●
必
要
の
な
い
物
や
労
務
の
提
供
な
ど
に

は
、あ
い
ま
い
な
返
事
は
せ
ず
、き
っ
ぱ
り

と
断
る
。

●
依
頼
や
承
諾
を
し
て
い
な
い
の
に
、業

者
が
勝
手
に
し
た
こ
と
に
は
お
金
を
払
わ

な
い
。

●
１
人
で
断
る
の
が
難
し
け
れ
ば
、近
所

や
警
察
に
連
絡
し
て
複
数
で
対
応
す
る
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発

で
ん
　
ぶ

　
市
は
、障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、タ
ク
シ
ー
料
金
を
助
成

す
る「
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
」を
交
付
し
て
い

ま
す
。

●
平
成
21
年
度
か
ら
交
付
対
象
者
を
身

体
障
害
者
手
帳
4
級
所
持
者
ま
で
拡
大

し
て
い
ま
す
。

●
４
月
か
ら
ご
利
用
に
な
る
方
は
、申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
請
窓
口
は
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支

所
の
保
健
福
祉
室
・
市
民
生
活
室
で
す
。

【
申
請
時
期
】

　
申
請
は
、新
年
度
の
予
算
議
決
後（
３
月

26
日
の
予
定
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。（
使

用
で
き
る
の
は
、４
月
１
日
か
ら
で
す
）

【
対
象
者
】

　
市
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、次
の
①
～
③

の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、２
級
、３
級
、

　
４
級

②
療
育
手
帳
マ
ル
Ａ
、Ａ
、マ
ル
Ｂ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、２

　
級

【
助
成
内
容
】

　
１
枚
3
0
0
円
分
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

を
60
枚
交
付
し
ま
す
。（
平
成
22
年
５
月
以

降
に
、新
た
に
手
帳
を
取
得
ま
た
は
転
入

さ
れ
た
方
は
、そ
の
月
に
応
じ
て
交
付
枚

数
が
少
な
く
な
り
ま
す
）

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】　

●
障
害
者
手
帳

●
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

　
血
液
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、血
液
透
析
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
、ま
た

は
交
通
費
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

●
障
害
者
手
帳

●
印
鑑

●
医
療
機
関
の
証
明

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

各
支
所
保
健
福
祉
室
ま
た
は
市
民
生
活
室

平成22年度

血
液
透
析
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て

３月26日から受付開始

の交付が始まります

福祉
タクシー券
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トピックス市 政
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地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

生　涯
学習課

　
ス
キ
ー
技
術
の
向
上
を
目
指
す「
ス
キ

ー
教
室
」を
1
月
31
日
、ひ
ろ
し
ま
県
民

の
森
ス
キ
ー
場
で
開
催
し
、市
内
の
小
中

学
生
を
中
心
に
1
6
6
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
専
門

的
な
指
導
者
に
よ
る
市
の「
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」の
一
環
で
行
い
、昨

年
に
続
き
2
回
目
。今
回
は
、全
日
本
ス

キ
ー
連
盟
公
認
の
指
導
者
ら
を
招
き
、ス

キ
ー
の
基
礎
技
術
や
競
技
技
術
の
講
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
技
術
レ
ベ
ル
に
よ
り
各
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
、ス
キ
ー
の
基
本
操
作
や

重
心
移
動
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。初
級
班

に
参
加
し
た
中
田
桃
花
さ
ん
は「
先
生
か

ら
や
さ
し
く
教
え
て
も
ら
い
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」は
来

年
度
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

生　涯
学習課

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

全
国
大
会
出
場
者
壮
行
式

自　治
振興課

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

ル
ー
ル
を
考
え
る

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
仮
称
）策
定
委
員
会

農
家
所
得
の
向
上
を
支
援

野
菜
栽
培
講
座

農　林
振興課

　
野
菜
栽
培
講
座
を
2
月
1
日
か
ら
3

月
4
日
ま
で
、市
内
7
会
場
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、販
売
農
家
を
増
や
し
、

農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
、昨
年
度
か
ら
市
の
営
農
指
導
員
と
、

Ｊ
Ａ
庄
原
・（
株
）庄
原
市
農
林
振
興
公
社
・

北
部
農
業
技
術
指
導
所
が
連
携
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
、農
作
業
の
基
礎
や
産
直
市

へ
の
出
荷
・
荷
造
り
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、季
節
ご
と
に
事
例
を
挙
げ
分
か
り
や

す
く
説
明
。参
加
者
は
、年
間
の
農
作
物

栽
培
の
基
礎
と
な
る
土
づ
く
り
な
ど
、こ

れ
か
ら
迎
え
る
春
の
農
作
業
を
中
心
に
、

熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　
比
和
地
域
の
講
座
に
参
加
し
た
広
田
富

枝
さ
ん
は「
土
づ
く
り
を
や
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。分
か
り
や
す
く
野
菜
づ
く
り
に

役
立
つ
講
座
な
の
で
、今
後
も
続
け
て
ほ

し
い
」と
春
か
ら
の
農
作
業
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
市
は
、農
家
と
就
農
を
目
指
し
て
い
る

方
へ
の
初
歩
的
な
技
術
指
導
な
ど
を
目
的

に「
営
農
指
導
員
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

栽
培
方
法
な
ど
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
農
林
振
興
課
鈎
0
8
2
4

‐
7
3
‐
1
1
3
2
）

90
台
の
車
両
が
駐
車
可
能

新
庁
舎
周
辺
駐
車
場
が
オ
ー
プ
ン

総務課

　
市
役
所
新
庁
舎
の
駐
車
場
が
、2
月
16

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、来
庁
者
専
用
の
駐
車
場

と
し
て
90
台
の
車
両
が
駐
車
可
能
と
な
り
、

以
前
と
比
べ
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、新
庁
舎
に
面
し
た
市
道
の
拡
幅

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。3
月
末
ま
で
新

庁
舎
の
進
入
路
や
交
差
点
な
ど
が
狭
く
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
本

理
念
を
定
め
る「
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例（
仮
称
）策
定
委
員
会
」の
初
会
合

を
２
月
２
日
、市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
策
定
委
員
21
人
へ
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
た
後
、委
員
の
自
己
紹
介
や

市
政
に
対
す
る
意
見
交
換
、今
後
の
策
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
こ
の
策
定
委
員
会
は
、平
成
23
年
3
月

の
条
例
制
定
を
目
指
し
、月
1
回
ペ
ー
ス

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。策
定
ま
で
の
経

過
や
次
回
開
催
予
定
日
な
ど
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
会
議
は
公
開
と
し
て
い
ま
す
の
で
、興

味
や
関
心
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　市は、市民の皆さんに直結したサ

ービスの迅速化・向上を図るため、平

成18年に「事務移譲具体化プログラ

ム（広島県・庄原市）」を策定し、県が

行っている事務を市で行うことがで

きるよう取り組みを進めています。

　平成22年度に、広島県から「文化財

保護に関する事務・権限」が移譲され、

申請から許可までを市教育委員会（生

涯学習課）が行います。

●埋蔵文化財の調査のための発
掘の届出受付など

●調査以外の目的による周知の
埋蔵文化財包蔵地の発掘の届
出受付など

●遺跡の発見に関する届出受付
など

県の事務・
権限の一部が移譲
企画課企画調整係　　　鈎0824-73-1128
生涯学習課文化振興係　鈎0824-73-1189

文化財保護に関する事務

　
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
選
手
の
壮
行

式
を
２
月
18
日
、市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
家
族
や
関
係
者
の

見
守
る
中
、滝
口
季
彦
市
長
ら
か
ら
激
励

の
こ
と
ば
を
受
け
ま
し
た
。

　
選
手
を
代
表
し
て
、国
体
ス
キ
ー
競
技

会
へ
出
場
す
る
坪
田
泰
江
さ
ん
が
、「
出

場
す
る
だ
け
で
な
く
、よ
い
成
績
が
残
せ

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」と
力
強
く
決
意

表
明
を
述
べ
、大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、祝
金
や
花
束
の
贈
呈
、万
歳
三

唱
が
行
わ
れ
、出
場
選
手
を
祝
福
し
ま
し

た
。

全
国
大
会
出
場
者（
敬
称
略
）

●
国
体
ス
キ
ー
競
技
会
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
少
年
男
子

　
　
津
田
　
優
将（
西
城
町
三
坂
出
身
）

●
国
体
ス
キ
ー
競
技
会
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
成
年
女
子
A

　
　
高
橋
　
綾
菜（
西
城
町
小
鳥
原
出
身
）

●
国
体
ス
キ
ー
競
技
会
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
成
年
女
子
A

　
　
坪
田
　
泰
江（
東
城
町
森
出
身
）

●
全
国
中
学
選
抜
卓
球
大
会

　
　
堀
田
真
奈
美（
庄
原
中
２
年
）

　
　
國
重
　
有
希（
庄
原
中
２
年
）

　
　
稲
艸
　
友
華（
庄
原
中
１
年
）

　
　
岡
本
　
り
お（
庄
原
中
１
年
）

　
　
平
田
　
美
咲（
庄
原
中
１
年
）

　
　
山
本
亜
由
美（
庄
原
中
１
年
）

●
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

　
　
早
田
　
知
孝（
庄
原
中
２
年
）

　
　
早
田
　
萌

（々
庄
原
中
１
年
）

決意表明を述べる坪田さん

指導員の話を熱心に聞く参加者 営農指導員が栽培のポイントを説明

利用が始まった駐車場

自己紹介する委員



REPORT④ 色鮮やかな「かきもち」完成
口和の食を楽しむ会
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夢は関取！東城中から角界へ
南場君の門出を祝い壮行式

REPORT③

Camera Reportぐるり庄原
Look Around Shobara

カメラレポート

「節分草」で少し早い春の出会い
総領の７自生地で公開が始まる

REPORT②

各地で行われたイベント＆話題をお届けします。

カープも参戦し95チームが熱戦 
広島県雪合戦大会in高野

REPORT①

▲スライリーが会場を盛り上げる

▲シェルターに隠れながら雪玉を投げる

　広島県雪合戦大会が２月６日・７日の両日、高野ス

ポーツ広場で開催されました。

　県内外から95チーム、約1,000人が参加。開会式で名

誉大会長の湯﨑英彦県知事が「雪合戦は"雪"という地

域の宝を掘り起こしたすばらしい大会。日ごろの練習

の成果を発揮し、交流を深めてほしい」とあいさつし

ました。

　試合は、日本雪合戦連盟の公式ルールで行われ、１

チーム７人が縦10ｍ、横36ｍのコート内で対戦。選手

たちはシェルターに身を隠しながら、１セット90個の

雪玉を投げ合いました。駆け引きと迫力ある攻防に、

観客から声援と拍手が上がりました。

　この大会に広島東洋カープチームが初参加。元プロ

野球選手もメンバーに加わりましたが、準決勝リーグ

で敗退。「雪合戦は頭脳とチームプレーが大切。来年も

出場したい」と感想を話していました。

　会場の一角には、雪遊びコーナーやバザーコーナー

などが設けられたほか、ステージでは、ＤJコーナーや

聖慈保育園子ども神楽などが行われ、多くの来場者で

にぎわいました。

　節分草の自生地公開が２月13日から、総領町で始ま

り、多くの節分草ファンが自生地を訪れました。

　公開される7カ所の自生地のうち、唯一南向きの自

生地では、たくさんの節分草が開花。案内所でボラン

ティアガイド「花守り」から節分草の説明を受けた観

光客は自生地を訪れ、「かわいい」と言って写真撮影な

どを楽しんでいました。

　節分草案内所を設置した「道の駅リストア・ステー

ション」では、観光客をもてなそうと、自治振興区や地

域団体がバザーを開き、地元の味を楽しむ観光客でに

ぎわいました

　節分草自生地の公開は３月14日まで。期間中は土日

を中心にバザーや山野草に関する講座や教室が開催

されます。

▲「横綱めざして!」拍手で送られる南場君

▲かきもちを切る参加者

　「口和の食を楽しむ会」が１月31日、口和保健センターで開催

されました。

　これは、地域福祉の向上を目指す「口和里山倶楽部」が、口和町

の旬の食材にこだわった調理や保存方法を学び、地域の交流の

輪を広げようと企画しました。

　今回は「かきもち」を作って食べようと、16人が参加。しそや紫

芋、よもぎに黒豆から、ゆず、桜、卵といった少し変わったものも

食材に加え、バラエティ豊かな「かきもち」に挑戦。でき上がった

「かきもち」は、色も鮮やかで切った形も美しく、とてもおいしそ

うなものになりました。参加者はさっそく試食し、それぞれの味

わいにほほを緩ませながら「これからも口和の食材の生かし方

を考えながら楽しみたい」などと談笑していました。

　大相撲の佐渡ケ嶽部屋に入門することになった南場雄貴君（東城中３年）の

壮行式が1月29日、東城町老人福祉センターで行われました。式には佐渡ケ嶽親

方（元関脇＝琴ノ若）も駆けつけ、同級生や地域住民など約350人が参加し、門出

を祝いました。

　東城中の堀江信之校長は「日々のたゆまぬ稽古・精進により、心と技と体を磨

き、宝石のように光り輝いてほしい」とあいさつ。生徒代表の3年毛利亮大君は「苦

しいときは一緒に過ごした日々を思い出しがんばってほしい」とエールを送り

ました。

　南場君は「自分で相撲界入りを決めた以上一生懸命がんばります」と決意表

明し、親方と一緒にふるさと東城を出発しました。

　佐渡ケ嶽部屋は、大関琴欧洲関や琴光喜関が所属。新弟子検査に合格すれば、

同期7人と一緒に３月の大阪場所で初土俵を踏みます。

売れる商品開発のコツを学ぶ
農商工連携セミナー

REPORT⑤

▲「庄原市の特産品も量目が多過ぎる」と指摘

　地域特産品の売上げを伸ばそうと、「農商工連携セミナー」が１月29日、庄原市ふ

れあいセンターで開かれました。

　備北商工会などが主催。　市内の農業者や商工業者など約40人が参加しました。

　(有)フィールドワークの碇孝洋さんが「備北地域の資源を活用した商品開発」と

題して講演。碇さんが手がけた商品開発を事例に「中身が同じでも、量目・容器・パ

ッケージデザイン・表示（裏書き）を変えるだけでヒット商品に変わる。量目が多す

ぎると売れないし、パッケージデザインで中身の伝わり方が違う」などと商品開

発のポイントをていねいに解説しました。

　セミナーでは、農商工連携の支援や補助金についての紹介、個別相談も行われ

ました。

▲手打ちそばなどのバザーコーナー

▲道の駅で節分草を案内

けいこ

いかり



　スキーモーグル大会「広島モーグル」が１月31日、高野町のりんご今日話国ス

キー場で初めて開かれました。

　スキー人口が減少する中、スキーの楽しさを広めようと、県内の若者たちで

つくるスキーサークル「うずしお組合」が主催。高野ジュニアスキークラブがコ

ースづくりを手伝い、平均斜度20度のコースにこぶやジャンプ台を設けました。

　大会には福岡県をはじめ県内外から約40人が出場。選手は、華麗なジャンプや

迫力ある滑りを披露し、観客を魅了しました。

　企画した増村元太さんは「このスキー場はモーグルに適したゲレンデで選手

の評判も良く、来年もぜひここでやりたい」と話し、高野ジュニアスキークラブ

の井上憲さんは「小さなスキー場でも、特徴を生かすことで、多くの人を呼び込

めるのでは」と今後に期待を膨らませていました。

▲かまくらを楽しむ木江小児童

　高野小・木江小の冬の交流会が２月９日・10日の２日間、高

野町で行われ、高野小学校の５・６年生40人と木江小学校の５・

６年生17人が交流を深めました。

　木江小の児童は到着するなり、校舎周辺の新雪の中に足を

踏み入れ、雪の感触に感動していました。体育館の中で屋内

雪合戦を体験した後、キャンプ場に設置された巨大なかまく

らや雪遊びを楽しみました。２日目には、スキー交流を行い

ました。

　この交流会は、平成14年に旧高野町と旧木江町が姉妹縁組

を結んだことからスタート。夏は大崎上島町、冬は高野町で

交流を深め、５年生は今夏の再会を楽しみにしていました。

REPORT⑩ 海の子・山の子が雪遊び
「高野小と木江小」冬の交流会

　西城里山倶楽部の鍋チームが１月23日、｢鍋自慢！

大集合！」と銘打って、西城地域の産物を食材とした

鍋を囲む行事を行いました。

　この鍋チームは、庄原市の地域福祉計画を実施し

ていくために結成された西城里山倶楽部の４チーム

の一つ。鍋を囲んでコミュニケーションを深めながら、

気軽に話し合える仲間づくりを進めています。

　会場となった西城ふれあいセンターには、野菜を

提供する人、自慢の鍋料理を振る舞う人など、約30人

が参加。西城の味覚が詰まった多彩な鍋料理を囲み、

地域への思いやそれぞれの夢を語り合いました。

　当日のメニューは、山里の冬の味覚「牡丹鍋」、西城

に伝わる「雪けし鍋」、寒じめほうれん草の「豆乳鍋」、

イタリアントマトを使った「トマト鍋」の４種。

　参加者は「西城地域の魅力を私たち自身が再発見し、

新たな地域活動の拠点となるよう、この取り組みを

広げていきたい」と話していました。

きょうわこく
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地域食材生かした鍋囲み夢語る
西城里山倶楽部「鍋自慢！大集合！｣

REPORT⑨

ぐるり庄原
Look Around Shobara Camera Report

カメラレポート

歌や踊りでふれあう
比和保育所と吾妻園が交流会

REPORT⑧

▲銭太鼓を披露する園児

　比和保育所園児28人（３歳以上）が１月27日、老人福祉施

設「吾妻園」を訪問し、世代間交流を行いました。

　これは、昨年10月に続き２回目。園児は安来節や八木節

などの歌や踊りを発表。「幸せなら手をたたこう」を歌いな

がら、入園者の肩をたたいたり、握手をしたりしてふれあ

いました。

　入園者は「かわいいのう～」と笑顔いっぱい。園児も「楽

しかった」「おじいちゃん、おばあちゃんの笑顔がうれしか

った」と喜んでいました。

　比和保育所の松島やすえ所長は「これからもたくさんの

人と出会い、色々な経験をして、心豊かに育ってほしい」と

話していました。

新たな農業リーダーとして期待
総領の認定農業者が1人→3人へ

REPORT⑦

▲４種類の鍋を囲み語り合う参加者

▲左から大元英夫さんと山根京司さん

着衣に火が付いた男性を救護
消防功労者・塚本さんに感謝状

REPORT⑥

▲消防長から感謝状を受け取る塚本さん

　備北地区消防組合が１月28日、消防功労者として塚本定士さん（高町）

に感謝状を贈呈しました。

　塚本さんは旧高南小学校で、竹を焼却中に誤って着衣に火が付き、助

けを求めていた男性を発見。急いでバケツに水をくんで消火し、119番

通報しました。その後、やけどを負った男性を抱えて家の中に連れ帰り、

近所の人に男性の看護を依頼。再び火事現場へ行き消火活動をしました。

　男性は足や手にやけどを負い入院したものの命に別状はありません

でした。消防本部は「塚本さんの発見、消火、救護活動がなかったら、人

命に危険がおよんでいた可能性がある」と功労を称えました。

　感謝状を受け取った塚本さんは「すばやく到着した救急車を見て、こ

れで命が助かるとほっとした。命に別状がなかったのが何より」と振り

返りました。

▲迫力あるジャンプに大きな歓声が飛ぶ

華麗なジャンプで観客魅了
高野でスキーモーグル大会

REPORT⑪

　総領町稲草の大元英夫さんと山根京司さんが市の

認定農業者として認定され、1月20日、総領支所で認

定証が交付されました。

　認定農業者とは、意欲と能力のある農業者が自ら

の経営を計画的に改善するため、市町村の基本構想

に沿った「農業経営改善計画」を作成し、市町村が認

定する制度。これまで、市の認定農業者195人のうち、

総領地域の認定農業者は１人だけでした。

　２人は水稲を主に栽培し、農用地の利用集積や農

作業の受託により規模拡大などに取り組み、農業経

営の安定化を図るよう計画しています。今後、認定を

機に総領地域の農業のリーダーとして活躍が期待さ

れます。
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文
化
施
設
な
ど
、魅

力
あ
る
文
化
財
を
見
学
し
ま
す
。

と
き
　
4
月
13
日（
火
）

8
時
～
9
時
発
、16
時
～
17
時
着

出
発
着
地

東
城
・
西
城
・
総
領
各
支
所
前
、

庄
原
石
塔
池
駐
車
場

行
程
　
藤
木
の
桜
～
比
和
自
然

科
学
博
物
館
～
上
高
野
山
の
乳

下
り
イ
チ
ョ
ウ
～
円
正
寺
の
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
～
向
住
の
サ
ク
ラ

～
口
和
郷
土
資
料
館

参
加
費
　
１
千
円

定
員
　
40
人（
庄
原
市
民
対
象
、

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
名
前
④

電
話
番
号
⑤
乗
車
場
所
を
記
入

し
、
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
持
参
に

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１
通
で
２
人
ま
で
申
し
込
み
可
。

申
込
締
切
　
3
月
31
日（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７-

８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
1
丁
目
10
番
1
号

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
８
９

FAX
０
８
２
４-

７
３-

１
２
５
４

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
場
”庄

原
さ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
“は
、

４
月
か
ら
の
会
員
を
募
集
し
ま

す
。22
年
度
の
種
目
に
、新
し
く

ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
追
加
し
ま
し
た
。

　
４
月
10
日（
土
）か
ら
活
動
を

始
め
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

種
目
　
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、キ
ッ

ズ
体
操
、シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
、エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、パ
ワ

ー
ヨ
ガ
、喜
楽
体
操
、ミ
ッ
ク
ス
エ

ン
ジ
ョ
イ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ユ
ニ
カ
ー
ル
、ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル

入
会
金

高
校
・
一
般

　
３
千
円

中
学
生
以
下
　
２
千
円

と
こ
ろ
　
市
総
合
体
育
館
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

庄
原
さ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

鈎
０
８
２
４-

７
２-

６
８
８
０

　
平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
縦
覧
制
度
に
よ
り
、納
税

者
が
自
己
の
所
有
す
る
土
地
・
家

屋
の
評
価
額
に
関
し
、縦
覧
帳
簿

に
記
載
さ
れ
て
い
る
周
辺
の
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
と
比
較
で
き
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、評
価
額
の
単
価
を

更
正
し
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
制
度

を
通
じ
て
適
正
な
資
産
評
価
の
確

保
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、課
税
の
明
細
に
つ
い
て

は
、５
月
中
旬
に
送
付
す
る
納
税

通
知
書
や
課
税
明
細
書
に
よ
っ

て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

は
、
い
つ
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
縦
覧
期
間
中
の
閲

覧
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

期
間

４
月
１
日（
木
）～
５
月
31
日（
月
）

と
こ
ろ

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

縦
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税(

土
地･

家
屋)

の

納
税
者
本
人
ま
た
は
そ
の
同
居

の
家
族

②
納
税
者
の
同
意
書
ま
た
は
委

任
状
を
持
参
す
る
人

③
納
税
管
理
人

④
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
ま

た
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
人

⑤
法
定
代
理
人

※
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
４
４

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

　
軽
自
動
車
税
は
、毎
年
4
月
1

日
現
在
に
軽
自
動
車
を
登
録
し

て
い
る
所
有
者
に
課
税
し
ま
す
。

　
す
で
に
軽
自
動
車
を
他
人
に

売
却
・
譲
渡
し
た
場
合
や
廃
棄
し

て
い
る
場
合
に
は
、所
定
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。手
続
き
を
し
て

い
な
い
場
合
に
は
、登
録
し
て
い

る
方
に
引
き
続
い
て
軽
自
動
車

税
を
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
４
月
２
日
以
降
に
廃

車
手
続
き
を
し
た
場
合
で
も
、

そ
の
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の

納
税
通
知
書
は
、
４
月
1
日
現

在
の
所
有
者
に
送
付
し
ま
す
。

※
125
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
、三
輪
・

四
輪
の
軽
自
動
車
は
、
市
役
所

で
廃
車
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

軽
自
動
車
の
種
類
に
よ
っ
て
手

続
き
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

軽
自
動
車
な
ど
の
販
売
会
社
、

ま
た
は
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
年
度
中
途
に
廃
車
な
ど
の
手

続
き
を
し
て
も
、
そ
の
年
度
分

の
軽
自
動
車
税
の
還
付
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
４
４

さ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

「
文
化
財
め
ぐ
り
」参
加
募
集

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

そ
　
の
　
他

宝石・メガネ・時計・補聴器・修理 〒727-0013  庄原市西本町2-19-1
ジョイフル 2F

メガネ・補聴器の職人技

【営業時間／午前9：30～午後7：30】

TEL.（0824）75-0037
〒727-0012  庄原市中本町2丁目1-3

【営業時間／8：15～19：00  定休日／第1・第3日曜日】

TEL.（0824）72-0377
〒728-0013  三次市十日市東4-1-30

ショッピングセンター  サングリーン2F

【営業時間／午前9：30～午後7：30】

TEL.（0824）65-0522
宝石・バッグ・舶来ウォッチ

ブランドショップタケダ0120-21-7655

金・プラチナ

お売り下さい
金・プラチナ

お売り下さい
金・プラチナ

宝石箱の中で眠っているリングやネックレス、
デザインが古くなって使っていない貴金属、是非お持ち下さい。

宝石箱の中で眠っているリングやネックレス、
デザインが古くなって使っていない貴金属、是非お持ち下さい。\19,000

12種類のレンズが選べるセット12種類のレンズが選べるセット

お売り下さい《メガネ出来上り価格》

メガネの御用命は「敬ちゃん時計店」及び「メガネハウス  タケダ」をご利用下さい。メガネの御用命は「敬ちゃん時計店」及び「メガネハウス  タケダ」をご利用下さい。

レンズ付
一式

金・プラチナ買取り専門ショップ

●その他、各種価格のメガネも出来ます。

①スタンダードレンズ
②非球面レンズ
③薄型非球面レンズ
④超薄型レンズ
⑤ガラスレンズ
⑥調光ガラスレンズ

⑦くもりにくいレンズ
⑧遠近両用レンズ（初めての方へ）

⑨遠近両用レンズ（薄型でスッキリ）

⑩遠近両用レンズ（ドライブに）

⑪中近両用レンズ（デスクワークに最適）

⑫近々両用レンズ（手元がワイドに）



●
入
選

冨
原
　
伯
斗（
比
和
小
1
年
）

●
佳
作

冨
原
　
壮
司（
比
和
小
4
年
）

●
大
賞

菅
原
　
大
嵩（
比
和
小
6
年
）

平
田
　
　
冴（
比
和
小
6
年
）

●
入
選

立
花
　
咲
愛（
比
和
小
1
年
）

松
本
　
桃
果（
比
和
小
2
年
）

梶
川
　
昂
生（
比
和
小
3
年
）

倉
岡
　
廉
弥（
比
和
小
4
年
）

森
繁
か
す
み（
比
和
小
5
年
）

新
谷
　
友
望（
比
和
小
5
年
）

石
川
　
い
さ（
比
和
小
6
年
）

●
最
優
秀
賞

宮
田
　
琴
音（
小
奴
可
小
1
年
）

菅
原
　
彩
香（
比
和
中
3
年
）

●
優
秀
賞

深
井
　
諄
志（
口
和
中
3
年
）

新
谷
麻
衣
子（
比
和
中
3
年
）

（
1
月
30
日
・
広
島
市
）

●
個
人
の
部
　
準
優
勝

足
立
　
朱
穂（
庄
原
実
業
高
2
年
）

（
2
月
6
～
７
日
・
庄
原
市
）

●
一
般
の
部（
P
リ
ー
グ
）

優
勝

赤
い
彗
星（
高
野
町
）

●
一
般
の
部（
Ｆ
リ
ー
グ
）

準
優
勝

よ
っ
ち
ゃ
ん
1
号（
高
野
町
）

第
3
位

シ
ル
バ
ー
左
衛
門
ズ（
高
野
町
）

第
5
位

ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー（
高
野
町
）

●
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

準
優
勝

Ｅ
ｅ
Ｓ
Ｔ
☆
Ｂ
Ｏ
Ｙ（
高
野
町
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

準
優
勝

チ
ー
ム
高
野
小
学
校（
高
野
町
）

第
３
位

口
和
少
年
野
球（
口
和
町
）　

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は

企
画
課
広
報
統
計
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
９

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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早
春
の
花
の
季
節
で
す
。公

園
で
は
3
月
20
日（
土
）か
ら
4

月
11
日（
日
）ま
で「
ス
イ
セ
ン

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
２
０
１
０
」を

開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
エ
リ
ア
を
拡
大
し
130

品
種
、
30
万
本
の
ス
イ
セ
ン
が

咲
き
広
が
り
ま
す
。（
開
花
状
況

に
よ
り
日
程
が
前
後
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）。

　
ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
北
入

口
か
ら
近
い
「
み
の
り
の
里
エ

リ
ア
」
内
の
ゆ
る
や
か
な
丘
の

斜
面
に
あ
り
ま
す
。

　
南
向
き
の
斜
面
に
広
が
る
花

壇
の
中
に
は
通
路
が
設
け
ら
れ

て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
イ
セ

ン
を
間
近
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
丘
の
下
側
か

ら
花
壇
を
見
上
げ
る
と
、
視
界

い
っ
ぱ
い
に
ス
イ
セ
ン
が
咲
き

広
が
る
様
子
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
景
色
は
日
本

で
は
珍
し
く
、
コ
コ
だ
け
と
言

っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。写
真
撮

影
に
も
最
適
で
す
。

　
ち
な
み
に
中
国
道
を
走
る
車

の
中
か
ら
も
、一
瞬
で
す
が
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
は
我
慢
し
て
く
だ
さ
い
）

　
３
月
21
・
28
日
（
日
）
と
4
月

4
日（
日
）に
は
ス
イ
セ
ン
の
観

察
会
を
開
催
し
ま
す
。
３
月
28

日（
日
）に
は
ス
イ
セ
ン
の
専
門

家
、
三
宅
幹
雄
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、ス
イ
セ
ン
の
特
徴
、生
態

な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
解
説
し

ま
す
。

　
ス
イ
セ
ン
を
見
て
、
知
る
こ

と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

多
く
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と
き
　
各
13
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン

　　
ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
3
月
14
日
（
日
）
に
は

講
習
会
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
電
話
に
て
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

と
き
　
10
時
30
分
～

と
こ
ろ

備
北
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
2
F

会
議
室

一
面
の
ス
イ
セ
ン
が
咲
き
広
が
る

観
察
会
も
あ
り
ま
す

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

備北公園管理センター
鈎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

備北
丘陵公園
だより

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国
・

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る

各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を

掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

全
国
学
生
俳
句
大
会

（
小
学
生
の
部
）

全
国
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

世
界
こ
ど
も

ハ
イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

県
大
会
な
ど

「
こ
と
ば
の
輝
き
」

優
秀
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

県
高
校
な
ぎ
な
た

新
人
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

広
島
県
雪
合
戦
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

自衛官募集

問い合わせ　自衛隊三次地域事務所　鈎0824-62-0350　　市役所総務課行政係　鈎0824-73-1123

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

４月１日（木）～
５月10日（月）

１次試験
　５月15日（土）
　５月16日（日）
　※16日は飛行要員のみ

一般・技術

医・歯・薬剤

一般曹候補生

詳しくはお問い合わせください 詳しくはお問い合わせください

18歳以上27歳未満の者 １次試験５月22日（土）

●22歳以上26歳未満の者
●大学院において正規の課程（技術幹部候補生にあっては理工又は

工学の課程）を２年以上修め、修士（技術幹部候補生にあっては理
学修士工学修士）の学位を受けた者については28歳未満の者

●20歳以上22歳未満で大学（短期大学を除く）を卒業した者

スイセン
ファンタジー2010

開催!

スイセン
ファンタジー2010

開催!

スイセンの丘に春が来た…
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中国山地豊かな自然写真展
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市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

春を告げるせつぶん草
写真・絵手紙展
とき　４月９日（金）～11日（日）
　　　10時～17時
　庄原市文化協会事務局　鈎0824-72-5453
　商工観光課商工観光係　鈎0824-73-1179
※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み
ください。使用料はいりません。

　16ページで紹介したように、まちづくり基本条
例の策定委員会が発足しました。まちづくり基本条
例は、市民の皆さんの意見をまちづくりにもっと反
映させようとするもので、市民参加の明確なルール、
協働のまちづくりのルールを定めるものです。一方
で、自治振興区長から「“協働”の名のもと、自治振興
区が担う仕事がどんどん増える」という不満の声も
聞かれます。それは、市と自治振興区で、“協働”につ
いて共通の認識が得られてないのかもしれません。
条例の策定作業を通じて、共に理解を深めることが
大切だと思います。「協働について考える」講演会が
3月20日（土）18時30分から、庄原市ふれあいセン
ターで開かれます。多くの方の参加をお待ちしてい
ます。

　第20回中国山地豊かな自然写真コンテス

トの入賞作33点を展示します。

期間　3月18日（木）～4月6日（火）

ところ　時悠館１階ロビー

問い合わせ　時悠館　鈎08477-6-0161

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

しょうばら九日市

鈎0824-75-4411

毎月９日は、しょうばら九日市
★出展者募集中! あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締切です。
★申し込みは
　交流サロンラッキー　鈎0824-72-0075まで

詳しくはHPで http://kunchi-ichi.main.jp

４
月

《と　き》　４月９日（金）　10時～14時
《ところ》　中本町商店街周辺
　　　　　（のぼりが目印）

休日診療のご案内

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

２月・３月の休日診療については、次のとおりです。

３月・４月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

●庄原地域

●東城地域

3月14日（日）

21日（日）

22日（月）

28日（日）

4月　4日（日）

戸谷医院

林医院

児玉医院

牧原医院

庄原赤十字病院

鈎0824-72-3131

鈎0824-72-0121

鈎0824-72-0147

鈎0824-72-0057

鈎0824-72-3111

広報日記

問

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

犬・猫の引き取り
鈎0824-72-1398環境衛生課問

人の動き
平成22年１月末日現在

毎年３月１日～８日は、女性の健康週間です
男女共同参画コーナー 鈎0824-73-1243

鈎0824-73-1145
鈎0824-73-1175
鈎0824-73-1197

●税務課収納係
●下水道課管理係
●水道課業務係

女性児童課

糸

￥

庄原市役所 　女 性 児 童 課　鈎0824-73-1243

配偶者・パートナーからの

暴力（DV）で悩んでいませんか
～あなたは“ひとり”じゃない～

広 島 県 西 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 女 性 相 談 課
（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）鈎082-254-0391

広 島 県 北 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 相 談 援 助 課
（配偶者暴力相談支援センター）鈎0824-63-5181（内線2313）

献血のご案内
鈎0824-73-1155保健医療課

献血をつぎのとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

問

実施日 会　場 受付時間

３月
16日（火）

庄原赤十字病院 11時30分～15時

３月
26日（金）

東城支所
10時～11時30分
12時30分～15時

◎と　き　４月10日（土）　９時～12時
◎ところ　東城支所

※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当課へお願いします。

ふれあい市長室の日程
鈎0824-73-1159企画課広報統計係問

ゆめさくら講座
○かずら教室
～かずらで犬づくり～
とき　３月19日（金）９時～12時
参加費　1,300円　定員　20人
○癒しの空間づくりKouza
～春を迎えるハンキング教室～
とき　３月26日（金）
　　　朝の部　10時30分～12時30分
　　　昼の部　13時30分～15時30分
参加費　1,500円　定員　各15人
○郷土料理教室
～山里の早春を味わおう～
とき　３月11日（木）10時～14時
参加費　1,500円　定員　30人

展示
○かずら作品の展示・教室
～待ちわびた春～いす・花台・かご　など
期間　３月17日（水）～24日（水）
教室開催日　３月20日（土）・21日（日）
　　　　　　10時～15時
○手仕事　里山のさくらと福朗展
期間　３月26日（金）～４月18日（日）

3月14日（日）

21日（日）

22日（月）

28日（日）

東城病院

東城病院

日伝医院

三上クリニック

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-2180

鈎08477-2-1151

　日本では、女性の約20人に１人が乳がんにかかるといわ
れています。壮年期（30～64歳）の女性の死亡原因１位で、
１年間に１万人を超える方が亡くなっています。
　しかし、乳がんは早期発見し、適切な治療を受ければ、９
割以上が治る病気です。
　「女性の健康週間」を機に、自己チェックをしたり、検診を
受けたり、乳がんについて関心を持ってみませんか。

比和自然科学博物館 鈎0824-85-3005

開館　９時～17時（年末年始休館）

【３～４月のイベント情報】

●住民基本台帳登載人口
　人口　　41,071人（前年比－585人）
　男　　　19,490人（前年比－262人）
　女　　　21,581人（前年比－323人）
　世帯数　16,049世帯（前年比－19世帯）

●外国人登録人口
　人口　317人（前年比－８人）

　第21回中国山地豊かな自然写真コンテストの入賞作

品34点を集めた写真展を比和文化会館で開催します。

　この写真コンテストは、中国山地の豊かな自然を活力

ととらえ、失われようとする自然や文化伝統に光をあて、

新たな文化を創造しようと市教育委員会が主催していま

す。今回の応募総数316点の中から、三上茂さん（島根県

邑智郡）の「ブッポウソウの子育て」が最も優秀な推薦作

品に決定しました。

　審査員はこの作品を「飛来するブッポウソウの姿態を

絶妙のタイミングで写しとめているのが良い。鋭い目の

光に、子育てにかける親鳥の強い意志が感じられ、完成度

の高い作品に仕上がっている」と高く評価しました。

総領
地域

庄原
地域

西城
地域

東城
地域

口和
地域

高野
地域

比和
地域

毎月第２水曜日
3月10日、4月14日

毎月第１～第４火曜日
3月９日・16日・23日
4月６日・13日・20日・27日

毎月第１・第３木曜日
3月18日、4月1日・15日

毎月第１・第３木曜日
3月18日、4月1日・15日

  9：40～  9：50
10：20～10：30

毎月第４木曜日
3月25日、4月22日

毎月第４木曜日
3月25日、4月22日

毎月第４木曜日
3月25日、4月22日

  9：40～  9：50

11：00～11：10
11：25～11：35
11：50～12：00

  9：00～  9：10

11：40～11：50

13：20～13：30

13：50～14：00

小奴可研修センター
東城文化会館

総領支所
（スクールバス駐車場）

東自治振興センター
市役所車庫
敷信自治振興センター

西城支所前

口和支所前駐車場

高野支所横

比和支所

★がん（乳がん・子宮がん等）　★うつ（鬱）
★更年期障害・更年期症状　★歯疾患
★骨粗しょう症　★性感染症　★不適切な栄養摂取
★喫煙，飲酒　★腎疾患　★過度のダイエット　等

『女性の健康課題』といわれるもの…

【写真展】
期　間　４月１日（木）～25日（日）
ところ　比和文化会館
入場料　300円（高校生以上）

時悠館「春休み写真展」

推薦作品「ブッポウソウの子育て」


